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1.　相談事業における実績
　(1)　相談内容とその月別相談件数
　今年度によせられた相談の内容は就職、アルバイト、住居、進学、ビザ、保証人、人間関係、ホームシック、その他の９項目で分類した。それぞれの相談件数は次の表１の通りである。
　相談件数の多い順に相談内容を見ると、就職、アルバイト、住居・ビザ、進学、人間関係、保証人・ホームシックという順になる。相談内容の上位１、２位は就職とアルバイトで、ここ数年は変わっていない。そして、それ以外の相談内容についても、例年どおり数件の差で順位がきまっており、今年度の傾向を割り出すことができるほどの著しい変動はない。
　例年の傾向として、就職の相談件数が突出していることがあげられるが（全相談件数の65％）、特に４月から７月までの４ヶ月間に限ってみれば、その間によせられた相談件数の75.8％を占めるにいたっている。当会では1990年に就職情報センターを開設して以来、毎年5月に、「外国人留学生のための企業研究特集号」の発行と「外国人留学生のための企業研究フォーラム」を行い、留学生採用に関心のある日本企業の情報を提供してきた。また、ホームページ上でも各種情報を提供してきたが、そうした活動内容が、留学生の間に広く浸透してきているものと思われる。
また、昨年度からの傾向として、秋以降になっても、就職に対する相談が数多く寄せられていることがあげられる。97年度は、9月から12月までの就職に対する相談件数が63件（1ヶ月平均16件）だったが、98年度は87件（同22件）、今年度は89件（同22件）と、97年度と比べて総数で約25件、1ヶ月あたり6件も増加している。これは、97年末に起こったアジア経済危機以降、留学生に対する採用状況も非常に厳しくなっており、秋になっても就職先の決まっていない留学生から相談が寄せられてきた結果、このような状況となっている。

-1-

表１  各相談内容ごとの相談総数                                        (単位：件) 


4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月
合計

就職
62
69
58
47
34
23
22
24
20
 23
26
39
447

ｱﾙﾊﾞｲﾄ
9
 7
3
5
3
6
3
4
4
5
6
5
60

住居
2
3
2
2
0
3
5
4
2
1
4
3
31

進学
2
1
2
3
1
2
1
2
2
3
1
2
22

ビザ
3
2
3
2
1
3
2
1
3
6
3
2
31

保証人
1
0
0
2
1
2
0
1
2
1
0
1
11

人間関係
1
0
3
1
2
3
2
1
1
2
2
0
18

ﾎｰﾑｼｯｸ
0
2
0
1
2
0
1
2
0
0
1
2
11

その他
3
4
3
3
2
3
6
5
7
5
4
3
48

合計
83
88
74
66
46
45
42
44
41
46
47
57
679
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　　　　　　　　　　　 相談内容ごとの相談総数のグラフ
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　(2)　相談対象別の相談件数
　平成11年度によせられた相談対象別の相談件数は以下の表２の通りである。
　相談にくる人のほとんどが留学生であり（82％）、ついで就学生（９％）、外国人（５％）、日本人（４％）の順であった。
　今年度は、昨年同様、留学生以外の人からも就職に対する問い合わせがよせられ、就職を取り巻く環境の厳しさが印象に残った。
　また、外国人からの問い合わせの全体に占める割合も５％となり、ホームページ開設以降、連絡を取ってくる人の幅が広がってきたように感じる。ホームページは日本語中心に構成されているが、外国に住んでいる日本人からメールで問い合わせがきたりもした。
　
表２  相談対象別に見た相談総数                                        (単位：件)


4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月
合計

留学生
72
76
63
51
32
38
33
37
32
37
38
42
551

就学生
6
4
7
6
7
5
4
1
5
4
6
8
63

外国人
2
5
2
4
5
0
4
3
1
3
2
4
35

日本人
3
3
2
5
2
2
1
3
3
2
1
3
30

合計
83
88
74
66
46
45
42
44
41
46
47
57
679
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　　　　　　　　　　　　相談対象別の相談総数のグラフ
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（３）平成11年度の相談内容のまとめ
もともと、弊協会に寄せられる相談の内容は、就職に関するものが大半を占めていたが、こうした傾向は、徐々にではあるが年々顕著になってきている。就職に関する相談の全体に占める割合は、97年度においては57％だったものが、98年度では64％、今年度は65％と増加してきている。また、相談件数においても、97年度は394件だったものが、昨年度は過去最高の437件、そして今年度はそれを更に10件上回る447件の相談がよせられた。

ここで、97年度と98年度以降の間に大きな開きがあるのを見て取れるが、これは、97年に起こったアジア経済危機以降、日本経済も厳しい状況となり、日系企業が留学生採用を見送るなど、留学生の就職活動に大きな影響を与えたためであると考えられる。就職先を見つけることが困難になった分、少しでも多くの情報を得るために、多くの留学生が弊協会に連絡してきたものと思われる。また、前述したが、98年以降において、秋になっても就職に対する相談が多く寄せられているのも、同様の状況が原因といえるであろう。

ここのところにきて、日本経済も上向きとなってきたといわれているが、留学生採用に関していえば、97年以前の状況に戻るのはいましばらく時間がかかるものと感じる。実際、昨年度は留学生採用を凍結していたにもかかわらず、今年度から採用を再開した企業もいくつか出てきている。また、昨年(99年)の秋に、「現地企業から突然の要請がきた」といって、外国人留学生を急遽採用する企業もあった。しかし、全体的に見ると、それらはまだまだ少数で、いましばらく様子を見ているといった状況の企業のほうが多い。それでも、底打ちの感はあり、あとしばらく待てば、経済危機以前の水準に戻っていくものと思われる。
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2.　相談事業以外の活動について
 　　相談事業以外の活動年表（1999年４月～2000年３月）

４月１日
月刊紙『向学新聞』４月号発行（資料Ａ参照）

５月１日
月刊紙『向学新聞』５月号発行（資料Ａ参照）

５月１日
『向学新聞』別冊「外国人留学生のための企業研究特集号」


　発行（資料Ｂ参照）

５月16日
「外国人留学生のための企業研究フォーラムin東京」開催



　於：北区王子・北とぴあ・飛鳥ホール／留学生約700名



　　　企業９社参加（資料Ｂ参照）

６月１日
月刊紙『向学新聞』６月号発行（資料Ａ参照）

７月１日
月刊紙『向学新聞』７月号発行（資料Ａ参照）

９月１日
月刊紙『向学新聞』９月号発行（資料Ａ参照）
       ９月３日～５日「国際学生指導者フォーラム’99」開催



　於：代々木・国立オリンピック記念青少年総合センター／


　　　日本人学生・外国人留学生計120名参加（資料Ｃ参照）

10月１日
月刊紙『向学新聞』10月号発行（資料Ａ参照）
       11月１日
月刊紙『向学新聞』11月号発行（資料Ａ参照）
       12月１日
月刊紙『向学新聞』12月号発行（資料Ａ参照）

１月１日
月刊紙『向学新聞』１月号発行（資料Ａ参照）

３月１日
月刊紙『向学新聞』３月号発行（資料Ａ参照）
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資料Ａ　
『向学新聞』
（1999年４月号～2000年３月号）
資料Ｂ　
企業研究フォーラム＆特集号関係
· 向学新聞1999.5別冊号
　　　　　　　『2000外国人留学生のための企業研究特集号』
　・ポスター
資料Ｃ　
国際学生指導者フォーラム’99
　・『国際学生指導者フォーラム’99』パンフレット
　・『国際学生指導者フォーラム’99』ポスター
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